
年度　事業シート

第6次廿日市市総合計画 （前期基本計画）

2
1
3

年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成 年度 予算 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）
発達障がいのある児童の学校生活や学習を支援するために特別支援教育支援員を配置する。
　

ア　発達障害等生活や学習において、教育上特別な支援を必要とする児童に対する支援を行う支援員
イ　身体に障がいをもつ児童に対する支援を行う支援員
ウ　特別支援学級（原則5名以上の学級）に在籍する児童に対する支援を行う支援員

【歳入】
雇用保険料　236千円

【歳出】

ア
イウ
ア
イウ
ア
イウ

年度決算 年度予算 年度予算

通勤費・研修旅費 1,523

平成 28

小学校費
施 策 方 針 子どもたちの状況に応じた教育や心の教育の推進 目 01 学校管理費

特別支援教育支援員報酬（5名） 29,208

共済費 社会保険料等 508

事業名
小学校管理運営事業

事業開始年度 平成 20

根拠法令
条例

個別計画 等

第６次廿日市市総合計画
第２期廿日市市教育振興基本計画心身に障がいを持つ児童への支援員配置（小学校）

担当課名 教育部　教育指導課

予
算
科
目

会計 01 一般会計
方 向 性 人を育む 款 09 教育費
重 点 施 策 子どもたちがたくましく自立し確かな学力を身につける 項 02

目
的

【対象】誰の（何の）ために 【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

小学校
市内小学校の通常学級、特別支援学級に在籍する発達障害等のある児童に対し、特
別支援教育支援員を配置し、特別な教育的支援を行うことにより、指導体制の充実
を図る。

実施主体

市

市役所（職員）の役割 関係団体（パートナー） 関係団体（パートナー）の役割

特別支援教育支援員の人員配置及び
任用事務、小学校と連携した服務管
理、研修の実施

小学校
服務研修の実施、特別な教育的支援
人員の配置

28

活
動
内
容

区分 内容 H28
報酬 特別支援教育支援員報酬（23名） 15,294

共済費 社会保険料等 270

旅費 通勤費・研修旅費 1,031

47,834合計

報酬

旅費

コ
ス
ト
情
報

（
円

）

項　　目 平成 26
  直  接  事  業  費  A 36,060,370

財
源
内
訳

    国   庫   支   出   金

    借   入   金   ( 市 債 )
    県　 支　 出　 金

    そ   の   他（使用料など） 172,000
    市  （ 市税 な ど ）

平成 27 平成 28
44,501,000 47,834,000

44,282,000 47,615,000
219,000 219,000

35,888,370
0.19 人 0.20 人

  人  件  費  (按 分） B
0.20 人
1,714,800 1,643,310 1,721,400

  総  事  業  費 (A+B) 37,775,170 46,144,310 49,555,400

単
位
コ
ス

ト
換
算

①
人口（4月1日現在） 117,182 人

市民1人当たり 322

②

人

市立小学校数
１校当たり

394 423
117,182 人 117,128

Ｈ２６
実績値

Ｈ２７
目標値

備考

100 10092 100

目
　
標

到
達
度

活  動  及  び  成  果  指  標 単位
H２８

目標値
H３２

目標値

成
果

支援員が生活・学習をサポートした児童数 人

活
動

小学校へ配置した支援員数 人 50 5046 50


